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NEC Express 5800 シ U ■ズ 
Express 5800 /R120a-1 


ソフトウェア編 


Express 5800シリーズ用に用意されているソフトウェアについて説明します。 

添付の DVD について （364 ページ） 

本体に添付の 「EXPRESSBUILDER」DVD に収められているソフトウェアにつ 
いて紹介します。 

EXPRESSBUILDER (366 ページ） 

セットアップツール 「EXPRESSBUILDER」 について説明します。 



Express Picnic (371 ページ） 

シームレスセツ ト アップ 用 パラメータフアイルを作成するツール 「ExpressPicric」 
について説明します。 


本体用バンドルソフトウェア （382 ページ） 

本装置にインストールするバンドルソフトウェアについて説明します。 


管理 PC 用バンドルソフトウェア （393 ページ） 

本体を監視 • 管理するための管理 PC にインストールするバンドルソフトウェ 
アについて説明します。 


ONL-510_009_06-R120a- 1 -000-00-0911 
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添付の DVD について 

添付の 「 EXPRESSBUILDER ®」 DVD には、本装置を容易にセットアップするためのユーティ 
リティや各種バンドルソフトウェアが収録されています。これらのソフトウェアを活用するこ 
とにより、本装置の機能をより多く引き出すことができます。 


詞-〇 「 EXPRESSBUILDER 」 DVD は、本装置の設定が完了した後でも、 0 S の再 
Bto インストールや BIOS のアップデートなどで使用する機会があります。また、 
装置障害時の保守作業においても使用されますので、なくさないように大切に 
保存しておいてください。 



*1 コンソールレスで操作する場合。 com ポートも使用可能。 



オプションの RAID コントローラ （ N 8103 -116 A /117 A /118 A ) を利用して RAID 
システムの設定をする RAID ユーティリティはボード上のチップに搭載されて 
います。これらのユーティリティの操作方法については、オプションの RAID 
コントローラに添付の説明書を参照してくださし、。 
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DVD 媒体読み込み機能のない管理 PC を使用したいとき 


EXPRESSBUILDER は DVD にて提供しているため、 DVD 媒体読み込み機能のないコンピュー 
夕では各種ソフトウェアのインストールをすることができません。 DVD 媒体読み込み機能の 
ないクライアントマシンへソフトウェアをインストールしたい場合は、次のような手順にて、 
いったん CD-R 等へコピーしてから使用してください。 


本手順は、クライアントへソフトウェアをインストールする目的に限り 、 CD 
1枚分のみコピーすることができます。 


1. 本装置など、 DVD 媒体が読み込める装置へ 「EXPRESSBUILDER」DVD をセッ 
卜する。 

2. オートランメニューが起動した場合は終了させる。 

3. エクスプローラから、 「EXPRESSBUILDER」DVD に格納された以下のファイ 
ル • フォルダを八ードディスクドライブへコピーする。 

¥(ルートフォルダ）： version.xml をコピー 

I 

I 

十… ¥009 

I 

I 

+ ---- ¥ar_menu 以下すベて 

I 

I 

+---- ¥doc 以下すベて 

I 

I 

+ ---- ¥win 以下すベて 

4. 手順3にてコピーしたファイル • フォルダをそのままのフォルダ構造にて CD-R へ 
コピーす る。 

コピーするときは、ルートフォルタ'を一致させてください。 

5. CD-R への コピーが完了したら、手順3にてコピーしたハードディスクドライブ上 
のファイル • フォルダはすべて削除する。 

6. 手順4で作成した CD-R をクライアントマシンの光ディスクドライブへセットする。 

7. エクスプローラから、 CD 内の以下のファイルを実行する。 

¥009¥ar_menu¥autorun_menu.exe (32bit エディシヨンの場合） 

¥009¥ar_menu¥autorun_menu_x64.exe (64bit エディシヨンの場合） 
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EXPRESSBUILDER 


「 EXPRESSBUILDER 」 は、 OS のインストール、装置のメンテナンスなどをするためのソフ 
トウェアです。 EXPRESSBUILDER から〇 S をインストールする際には、インストール対象の 
ハードディスクドライブ（または RAID システムの論理ドライブ1台のみ）だけを接続して 
セットアップしてください。 


各メニューの起動について 


「 EXPRESSBUILDER 」 DVD を本装置の光ディスクドライブにセツトして起動すると、以下 
のよラなメニューが起動します。 


Boot selection 


Os installation***default*** - . . ① 

Tool menu ( Norma L mode ). ② 

Tool menu ( Red i r ec t i on mode ). ③ 


① Os installation 

本項目を選択すると、 EXPRESSBUILDER トップメニューが表示されます。 


NEC 

EXPRESSBUILDER 

step |n 



メニューを逞折して、「〉欠へ」ボタンを押してください。 


- RAID 橘築や OS をインスト'■■ルする場合は、「シームレスセットアップを実行す6」を逞択してくださ U 
•作案を終了する塌合は、 「EXPRESSBUILDER を終了する」を逞択してください。 


汉シームレス12ットアップを実行する 

广 Windows 用 OEM-Disk を作成する 
r Linux 用ドライパディスクを作成する 

广 Linux Recoveiy ノトティシ3ンを作成する (Linux サ―ビスセット用) 
f RAID のコンフィゲレーシヨン牾報をセ'-プ d — ドする 
广 EXPRESSBUILDER! こドライノ f をロー ドする 


r EXPRESSBUILDER を終了する 


) 次へ 


wO 本ツールは Configuration Tool であり、 Windows PE 2.1 を使用していま 
す。72時間継続して使用すると自動的に再起動されますのでご注意ください。 
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このメニューから、〇 s インストールのための「シームレスセットアップ」（導入編 
参照）や、以下のような機能を起動することができます。 

a) Windows 用〇 EM-Disk を作成する 

Windows のマニュアルセットアップで必要となる〇 EM-Disk を作成します（導 
入編ーマニュアルセットアップ参照)。 

b) Linux 用ドライバディスクを作成する 

Linux のインス I ル時に必要となるドライバディスクを作成します。 Linux 用 
ドライバディスクは、シームレスセツトアップの途中で作成することもできま 
す0 


c) LinuxRecovery パー テ ィションを作成する (Linux サービスセッ ト 用） 

Linux Recovery パーティシヨンには、インストールディスクの IS 〇フォーマッ 
トイメージファイル等、 Linux のシームレスセットアップで必要となるモ 
ジュールが格納されます。 Linux Recovery パーティションは、 BTO (工場組み 
込み出荷)時のハードディスクドライブ内に予め作成(サイズは約 5GB) されて 
いますが、 RAID 再構築などでパーティションを新規作成する場合は、 Linux 
Recovery パーティションの作成が必要になります。なお、 Linux Recovery パー 
テイシヨンはシームレスセツトアップの途中で作成することもできます。 


^ ハードディスクドライプの接続や RAID システム構成を確認し、正しく認識さ 
I チェック 1 れている状態で Linux Recovery パーティションを作成してください。 

Linux サービス セッ トに ついて 

「 Linux サービスセツト」は、 Linux (ディストリビューション)とサポートサー 
ビスなどを組み合わせ、エンタープライズシステムで Linux をより安心してお 
使いいただけるようにする製品です。システムの運用性 • 信頼性向上とシス 
テム管理者の負荷軽減の実現のために、下記の各種機能やサービスを提供し 
ています 

- 設定時や障害時の問題解決を支援するサポートサービス 

- 導入時の作業時間を大幅に削減する BT 〇インス I -ール出荷 

- 出荷対象の全ての 0 S • サーバモデルで実機での動作評価を実施し、安心 
して運用していただける環境を提供 

- 製品出荷後に公開された新しいカーネルについても評価情報 • アップ 
デート手順を提供 

- 障害の発生や予兆を早期に発見可能なサーバ稼動監視ツールを提供 

「 Linux サービスセット」の詳細については、以下の Web サイトをご覧くださ 
い0 

http :// www . nec . co . jp / linux / linux - os / 

d ) RAID のコンフィグレーション情報をセーブ/□ー ドする 

RAID コント□—ラ上の RAID コンフィグレーション情報を保存したり、復元し 
たりすることができます。 

e ) EXPRESSBUILDER にドライバを口ードする 

通常は使用しません。オプション製品を追加した場合に使ラときがあります 
(導入編一応用セットアップ参照)。 
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② Tool menu (Normal mode ) 

本項目を選択すると、表示言語の選択の後、ツールメニューが起動します。 



BIOS/FW Updating 
ROM-DOS Startup FD 胃 

Test and diagnostics 
System Management 
Return to preu 


厂 F 

保守/設定用のユーティリティです。 

— Maintenance Utility ではシステム情報の表示、管理、設定などを行います。 

— BIOS/FW Updating では BIOS や各棰ファームウェアの更新を行います。 

— ROM-DOS Startup FD では ROM - DOS を起動でき^7ロッビーディスクを作成します。 

SIT J * w 

-Test and diagnostics では装置の試験や診断をます。 

-System Manage merit では BMC 情報の表示、設定などを行います。 （ BMC サポート時のみ） 


このメニューから、以下のような保守用の機能を起動することができます。各機能 
の詳細については、運用 • 保守編の保守ツールの章を参照してください。 

a) Maintenance Utility 

オフライン保守ユーティリティを起動します。 

b) BIOS/FW Updating 

システム BIOS をアップデートします。 

c) ROM-DOS Startup FD 
ROM-DOS 起動 FD を作成します。 

d) Test and diagnostics 
システム診断を起動します。 

e) System Management 

システムマネージメント機能を起動します。 

③ Tool menu (Redirection mode ) 

本項目は、 BIOS コンソールリタ'イレクシヨン機能を使用して、コンソールレスにて 
操作する場合にのみ選択してください。 

^ リモート KVM 機能を使用しているときは、本項目ではなく②の項目を選択して 

ください。 



このメニューから起動できる機能は、②のメニューから起動できるものと同等です。 
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オートランで起動するメニ 


Windows 2000 + IE 6.0、 WindowsXP、Vista または Windows Server 2003、 Windows Server 
2008 (Server Core 環境を除く）が動作しているコンピュータ上で添付の 「 EXPRESSBUILDER 」 
DVD をセツトすると、オートラン機能により自動的にメニューが起動します。 




セットしたタイミングによっては、自動的に起動しない場合があります。その 
ような場合は、いったんドライブから EXPRESSBUILDER をイジェクトし、再 
度セットしてくださしヽ。また、メニューを再表示させたいときは、エクスプ 
口ーラから「マイコンピュータ」を選択し、 EXPRESSBUILDER をセットした 
ドライブのアイコンをダブルクリックしてください。 


メニューからは、 Windows 上で動作する各種バンドルソフトウェアのインストールやオンラ 
インドキュメントを参照することができます。 



オンラインドキュメントの中には、 PDF 形式の文書で提供されているものもあ 
ります。このファイルを参照するには、あらかじめ Adobe システムズ社製の 
Adobe Reader がインストールされている必要があります。 Adobe Reader がイ 
ンストールされていないときは、あらかじめ Adobe システム社のインターネッ 
トサイトより Adobe Reader をインストールしておいてくださし、。 


メニューの操作は、ウィンドウに表示されているそれぞれの項目をクリックするか、右クリッ 
クして現れるショートカットメニューを使用してください。また、一部のメニュー項目は、メ 
ニューが動作しているシステム • 権限で実行できないとき、グレイアウト表示され選択できま 
せん。適切なシステム • 権限で実行してください。 

^ DVD を光ディスクドライプから取り出す前に、メニューおよびメニューから起 
医エック I 動したオンラインドキュメント、各種ツールは終了させておいてください。 
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ドライバディスク ( Linux 向け)の作成 

以下の手順で、オートランで起動するメニューからドライバディスク ( Linux 向け)を作成する 
ことができます。 

1. 1 .44 MB フォーマット済みの 3.5 インチ空きフ□ッピーディスクを1枚用意する。 

2. オペレーティングシステムを起動する。 

3. 「 EXPRESSBUILDERJDVD を光ディスクドライブにセットする。 

メニューが起動します。 

4. [ドライバディスク ( Linux 向け)を作成する]をクリックし、ディストリビューシヨ 
ンを選択する。 


EXPRESSBUILDER 


NE ^ EXPRESSBUILDER 


Menu items 


© ドキュメントを読む 
〇 Windows をセットアップする 
© ドライバディスク （ Windows 向け）を作成する 

Red Hat Enterprise Linux AS 4.7 (x86) 

Red Hat Enterprise Linux ES 4.7 (x86) 

Red Hat Enterprise Linux AS 4.7 (EM64T) 

Red Hat Enterprise Linux ES 4.7 (EM64T) 

Red Hat Enterprise Linux 5.3 Server (x86) 

Red Hat Enterprise Linux 5.3 Server (EM64T) 





右クリックで現れるメニューでも同様の操作ができます。 


5. メッセージに従ってフロッピーディスクをフロッピーディスクドライブにセット 
し、 [0 K ] をクリックする。 

手順4で選択したディストリビューシヨン用のドライバディスクが作成されます。作 
成したドライバディスクはライトプロテクトをかけて、ラベルを貼って大切に保管 
してください。 















ソフトウェア編 371 


ExpressPicnic 

「 ExpressPicnic ®」 は、 EXPRESSBUILDER のシームレスセットアップで使用する「パラメー 
タファイル」を作成するツールです。 

EXPRESSBUILDER と ExpressPicnic で作成したパラメータファイルを使ってセットアップ 
をすると、いくつかの確認のためのキー入力を除き〇 S のインストールから各種ユーティリ 
ティのインストールまでのセットアップを自動で行えます。また、再インストールのときに前 
回と同じ設定でインストールすることができます。「パラメータファイル」を作成して、 
EXPRESSBUILDER からセットアップすることをお勧めします。 

フロッピーディスクをご使用の場合は、別途 USB フロッピーディスクドライブをご用意くだ 
さい。 


W™0 Windows Server 2008, Windows Server 2003用の「パラメータフア 
イル」が作成できます。 



「パラメータファイル」がなくてもシー厶レスセットアップは可能です。また、 
「パラメータファイルの入った FD 」は、 EXPRESSBUILDER を使ったセットアッ 
プの途中で作成または修正することもできます。 


バラメータファイルの作成 


〇 S をインストールするために必要なセットアップ情報を設定し、「パラメータファイル」を作 
成します。以下の手順に従ってください。 


パラメータフアイルの作成中は、絶対に [EXPRESSBUILDER]DVD をドライ 
ブから取り出さないでください。 



• ExpressPicnic は PC 98 -NX シリーズ • PC -9800 シリーズ • PC - AT 互換機 
で動作します。 

• ExpressPicnic は次の〇 S 上で動作します。 

- Windows Server 2008 (フルインストール） 

(ユーザアカウント制御 （ UAC ) は無効にしてください） 

— Windows Server 2003 x 64 Editions , Windows Server 2003 
- Windows Vista (ユーザアカウント制御 （ UAC ) は無効にしてくだ 
さい） 

— Windows XP x 64 Edition , Windows XP 


1. OS を起動する。 

2. 添付の 「 EXPRESSBUILDER 」 DVD を光ディスクドライブにセツトする。 












3 ノ 2 ExpressPicnic 


3. 画面上で右クリックするか、 [ Windows をセツトアップする]を左クリックする。 




2£j 

NEC 


EXPRESSBUILDER 


Menu items 

I © ドキュメントを読む 

)VfMndrws キセ'”トアッペナろ 

© ドライバディスク ( Windows 向け)を作成する 
© ドライバディスク （ Linux 向け）を作成する 
0ソフトウェアをセットアップする 

@ メニューを閉じる 


4. [ ExpressPicnic ] をクリツクする 0 



ExpressPicnic が起動します 0 
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5. パラメータの□—ド画面が表示されたら、[パラメータを□—ドしない]のチェック 
ボックスがオンになっていることを確認し[次へ]をクリックする。 



6. インス I -ールする 0 S を選択する。 

[ Windows (32 bit エディシヨン)をインストールする]または [ Windows (64 bit エディ 
シヨン)をインストールする]を選択し、[次へ]をクリックしてください。 



7. RAID の設定をする。 

[ RAID の設定]画面が表示されます。設定内容を確認し、必要なら修正を行ってか 
ら[次へ]をクリックしてください。 
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詞"〇 ExpressPicnic では、[接続されている全物理デバイスの台数]は RAID コン 
卜□ーラがサボートしている上限値になっています。「論理ドライブを作成す 
る物理デバイスの台数」と「ホットスペアに指定される物理デバイスの台数」 
の合計が、「対象装置に接続されている全物理デバイスの台数」を超えないよ 
うに注意してください。 



論理ドライブの作成には、同型番の物理デバイスしか使用できません。 


8. メディアとパーティションの設定をする。 

[メディアとパーティションの設定]画面が表示されます。 

「 Windows ファミリ/エディション」で、インストールするエディションおよび、イ 
ンストールの種類(フルインストール/361^^「0〇阳インストール)を選択後、設定内容 
を確認し、必要なら修正を行ってから[次へ]をクリックしてください。 

[Windows Server 2008の場合] 




NEC 


EXPRESSBUILDER 


Step &夕。靡鎪の |_ "，㈣ 


インス！—ルするメディアと、インストール先のシステムドライプを指定じ C ください。 

料*適用可能な Srm ? a dd こ：X、ては、「ユーザ'-ズガイド」を参照てください。 

「既存の)トティシ a ンを使用する』ち M 択した塌合、ディスクの1番目（先頭〉の)トティシ a ンへ os$ インス!—ルします。 


f ンストールメディアの指定一 
Window ファミリ.エディシ3ン 

キーボードレイアウト 
タイムゾーン 


: 「Windows Server 2008 StandardCTI レインスト レ} 


| 」 

: I (G ， .nvo9:oo) 穴阪、礼!！、東 


「 WinW ンステムドライプ觸定— 


碴使用する（第1パ-ティシ a ンのみクリ yan ます〉 

る〈ディスクの内容は、すべてクリ75れます〉- 

:•全領域を使用する 

マ' サイズを指定する： f 40960], 


Iに作成する（う 
ディスクの全免 


[I (MB) 

5,097 ,144MB) * 


る，©次へ 


©TO 


(©デ 


[Windows Server 2003の場合] 




NEC 


EXPRESSBUILDER 




ぬ SeivicePacld こついては、「ユーザーズガイド」を参？ 

「既存のノトティシ a ンを使用する」趙択した埸合、ディスクの1番目（先頭〉办トティシ3ンへ减インストう UU ます。 


二 Service Pack を通用する 


キーボードレイアウト 
タイムゾーン 


:| 

:| (GMT+09:00 


「 WinW ンステムドライプ觸定— 


【のパーティションを使用する (； 
Iに作成する（ディスクの内容I; 
ディスクの全領域を使用する 


(第 u トティションのみクリ yan ます> 
は、すべてクリアされます〉- 


:I 122881, 


122881 ( MB ) 

?2MB - 2 : 097,144 MB) * 


る© ©次へ 


⑰ TC 


©デ 
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謂"〇 • Windows Server 2003 R2 をご使用の場合は、シームレスセット 
Bfa アップでサービスパックを適用しないでください。 

サービスパックを適用する場合は、シームレスセットアップ完了後、 
Windows Server 2003 R2 DISC 2を適用してから「システムの 
アップデート」にてサービスパックを適用してください。 

• パーティションサイズについて 

一 0S をインストールするパーティションは、必要最小限以上のサイ 
ズを指定してください （30 ページ、70ページ参照)。 

一接続されている八ードディスク以上の容量は指定しないでくださ 
い0 

一 RA 旧構成で2,097,1 44MB 以上の論理ドライブは作成できませ 
ん〇 

• 「Windows システムドライブの設定」で「新規に作成する」を選択し 
たとき、ディスクの内容はすべてクリアされますのでご注意ください。 

• 「Windows システムドライブの設定」で「既存のパーティションを使 
用する」を選択すると、最初のパーティションの情報はフォーマットさ 
れ、すべてなくなります。それ以外のパーティションの情報は保持され 
ます。下図は、情報が削除されるパーティションを示しています。 


第1八°ーテイシヨン 

第2パーティション 

第3パーティション 

削除 

保持 

保持 


• ダイナミックディスクへアップグレードした八ードディスクドライブの 
既存のパーティションを残したまま再インストールすることはできませ 
ん。 「Windows システムドライブの設定」で「既存のパーティション 
を使用する」を選択しないでください。 
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9. 基本情報の設定をする。 

[基本情報の設定]画面が表示されます。 ユーザ 情報を入力して[次へ]をクリック 
してください。 

[Windows Server 2008の場合] 



[Windows Server 2003の場合] 



謂-〇 • Windows Server 2003の場合、コンピュータ名および使用者名の入 
Ifa 力は必須です。 

• Windows Server 2008の場合、コンピュータ名および、次の条件を 
満たす Administrator パスワードの入力は必須です。 

一 6文字以上(半角)以上 

一数字/英大文字/英小文字/記号のいずれか3つ以上を含む 



• パラメータファイルを口ードした場合や、 Step 6 以降の画面から Step 5 に 
画面を戻した場合、 「 Administrator パスワード」および 「 Administrator パ 
スワードの確認」に値を設定していない場合でも「######」が表 
示されます。 

• Windows Server 2008の場合、使用者名は 「 Administrator 」 固定です。 
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10. ネットワークプロトコルの設定をする。 

[ネットワークプロトコルの設定]画面が表示されます。設定内容を確認し、必要な 
6修正を行ってから[次へ]をクリックしてください。 


NEC 


EXPRESSBUILDER 


Step 謂択 鼪の I 翻 + 

ネットワークブロトコルの設定を行し、ます。 

IP アドレスを指定する垠合は、「カスタム設定」を逞択し、「詳細設定」ボタンを押してくださ U 
ネットワークの設定を行わない塌合は、「標準設定」を逞択し、「〉欠へ」ボ5!ンを押じ C ください。 


_。ヵスタム設定 

| 攀 

standard adapter - づノ ター ネットゴロトコル2 [ 

standard adapts •-イン5ーネットブ□トコル3 
standard adapter -インターネットプ□トコル4 
standard adapter- インタ—ネットゴ Cl トコル5 



*4© <©次へ 


® 抑 



カスタム設定での登録順は、 LAN コネクタの番号と一致しない場合がありま 

す0 


11■参加ドメイン • ワークグループを指定する。 

[参加ドメイン • ワークグループの指定]画面が表示されます。設定内容を確認し、 
必要なら修正を行ってから[次へ]をクリックしてください。 


NEC 


_-i ixi 

EXPRESSBUILDER 


ste P 1 1 料 ， |llt 瞬 . ♦ HS 

へ」ボタンを m/c ください。 



◎次へ 


◎TOP へ ◎デフォルトへ•す 
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12. コンポーネントの設定をする。 

[コンポーネントの 設定]画面が表示されます。設定内容を確認し、必要なら修正を 
行ってから[次へ]をクリックしてください。 

[Windows Server 2008(フルインストール)の場合] 


NEC 


EXPRESSBUILDER 


Step Sr I ■ 斜 》 I, 


有効化する Windows の■能とサーノマの役割を逛択してください。 


Web サーバー (IIS) 
1 DHCP サーバー 


] ファイルサービス 
' 印刷サービス 


i 次へ 


う TOP へ 


@デフォルトへ興す 


[Windows Server 2008 ( ServerCore インストール)の場合] 


NEC 


EXPRESSBUILDER 


参加ド/イン r ■コンボ- 1 ( I アプリケー ■パラメータ 

ste p • rto 


有効化する Windows の機能とサーメ奶役割を逞折じ C ください。 


「サーバの役割- 

Wet サー J 卜 (IIS) 
DHCP サーバー 
DNS サーバー 
印刷サービス 


設定 I 



◎ TOP へ 热デフォルトへ興す 


[Windows Server 2003の場合] 


NEC 


一 ▲ 参加卜> イン Hi コンポー I 1 アプリケー パラメータ 

ste p ^ |1を1+ _♦ 1? ' 


EXPRESSBUILDER 



-ネットワークサービス- 

□ 簡易 TCP/IP サービス 
r 肋的本スト梅成ゴロトコル (DHCP) 
□ ドメインネームシステム (DNS) 



「その他のネットワーカァィルと印刷サービス- 
r Macintosh^ ファイルサービス 
厂 Macinrosh^ 印刷サービス 
[UNIX 用印刷サービス 


!!) 次へ 


@デフオルトへ興す 
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13. アプリケーションの設定をする。 

[アプリケーションの設定]画面が表示されます。設定内容を確認し、必要なアプリ 
ケーションを選択して[次へ]をクリックしてください。 

[Windows Server 2008の場合] 



[Windows Server 2003の場合] 


NEC 


-Mix] 


EXPRESSBUILDER 


ste p Sr 画!^ 1+ 


インスト'-ルするアプリケーン 3 ンを逞折してくだ 
• ESMPROServerAgent のインストールには、簡易ネットワ4 
■エクスプレス通報サービスは、 ESMPROSeiverAgem をインニ 
■ EXPRESSBUHDERI こ含まれていなI、ディスクドライ；/铑使戶 
• 「追加アプリケーン g ンのインスト'■ル」については、「ユー 


.ク管理ブロトコル (SXMPXT) 設定が必要です。 

. _ .ノストールする埸合のみ逞択できます。 

なI庁ィスクドライヅVを使用する埸合は、「大容量記悄装蚩用 OEM-Di 砂通用」を逞択じ C くだ 3U 
ール」につ L 〗ては、「ユーザ'-ズガイド」を参照してください。 


追加可能なアプリケーション 
穴容量記愤装匿用 OEI 繼峨月 
追加アプリケーンヨンのインストづ 


逞択されたアプリケーン3ン 


追加》| 
«削除1 


エクスプレス通報サー t 
NEC からのお知らせ 
Universal RAD Utity 


*る3 ❻次へ 


❹ TOP へ ◎デフォルトへ•す 
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• 「追加アプリケーションのインストール」について 

「追加アプリケーションのインストール」とは、シームレス セッ トアップ 
の最後にあらかじめ指定された任意のアプリケーションを自動でインス 
卜ールする機能です。 

詳細については、「 http :// www . nec . co . jp / expicnic / J の [ FAQ ]- シリ—ズを 
選択-対応するバージョンの[重要]を選択-[追加アプリケーションのイン 
ストール]を参照してください。 

• 情報提供ツール 「 NEC からのお知らせ」について 

- インストールメディアの設定において、以下のエディションを選 
択した場合にのみ、表示されます。 

— Windows Server 2008 Standard (フルインストール）（日本語) 
— Windows Server 2003 Standard Edition (日本語） 

これ以外のファミリやエディションでは、インストールされませ 
ん〇 

- 情報提供ツール 「 NEC からのお知らせ」をインストールしない場 
合、[選択されたアプリケーション]の 「 NEC からのお知らせ」を 
選択し [<< 削除]をクリックし、[追加可能なアプリケーション] 

に移動していることを確認してください。シー厶レスセットアッ 
プ後、情報提供ツール 「 NEC からのお知らせ」をインストールす 
る場合は「システムのアップデート」でインストールしてくださ 

い。 

- 情報提供ツール 「 NEC からのお知らせ」についての詳細は、本書 
「情報提供ツール 「 NEC からのお知らせ」 （389 ページ)」をご覧く 
ださい。 


14. パラメータをセーブす る。 


[パラメータのセーブ]画面が表示されます。 

「パラメータをセーブする」を選択し、フォーマット済みフロッピーディスクをセッ 
卜した後、パラメータフアイルのパスをボックスへ入力し、[次へ]をクリックし 


ます。 


NEC 



EXPRESSBUILDER 


ste P IIP' IJlf® 


「ノ、♦ラメ'-夕を乜ーブする」を遥択し、ノ、♦ラメー幻ァイノ⑽、♦スを入力して、〇 
) 行メータをセープしな L 鴻合は、 D 《ラメータをセープしな L u を逞折してください。 

C バラた嫩ープしなぃ 

® > 《ラメータをセーフ"する r _ ] ^1 


❻次へ 


◎ TOP へ 


^ パラメータファイルのパス、およびファイル名に日本語は使用しないでくださ 

I チェック I い。 




















ソフトウェア編 381 


15. フロッピーディスクに保存する。 



「パラメータファイルの入った FD 」 が作成できました。 

[はしヽ]をクリックし、パラメータファイルの作成を終了してください。 




• 既存の情報ファイル（パラメータファイル）を修正する場合は、[パラ 
メータの 口ー ド]画面で、パラメータを 口ー ドするをクリックしてくださ 
し、。ヘルプを参照して情報ファイルを修正してください。 

• 途中で終了する場合は、画面右上の [zl] をクリックしてくださし、。 
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本体用バンドルソフトウェア 

本体にバンドルされているソフトウェアの紹介およびインストールの方法について簡単に説 
明します。詳細はオンラインドキュメントをご覧ください。 


ESMPRO/ServerAeent (Windows 版 ) 


ESMPR 〇 /ServerAgent ( Windows 版）は本装置にインストールする本体監視用アプリケー 
シヨンです。 

EXPRESSBUILDER のシームレスセットアップで自動的にインス I ルすることができます。 
ここでは個別にインストールする場合に知っておいていただきたい注意事項とインス I -ール 
の手順を説明します。 



運用上の注意事項については、添付の 「EXPRESSBUILDER」DVD 内のオンラ 
インドキュメント「 ESMPRO/ServerAgent (Windows 版）インス トレーシヨ ン 
ガイド」に記載しています。ご覧ください。 


インス I -ール前の準備 

ESMPRO/ServerAgent ( Windows 版）を動作させるためには対象〇 S の TCP / IP と TCP / IP 関 
連コンポーネントの SNMP の設定が必要です。 

• ネットワークサービスの設定 

プロトコルは TCP / IP を使用してください。 TCP / IP の設定についてはスタートメニュー 
から起動する「ヘルプ」を参照してください。 

• SNMP サービスの設定 

コミュニティ名に 「 public 」、 トラップ送信先に送信先 IP アドレスを使います。 ESMPRO / 
361^^「1\/|31^96「側の設定で受信するトラップのコミュニティをデフォルトの「*」から変 
更した場合は、 ESMPR 〇 / ServerManageK ® で新しく設定したコミュニティ名と同じ名 
前を入力します。 
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インストール 

ESMPRO/ServerAgent (Windows 版）のインストールは添付の rEXPRESSBUILDERJ DVD 
を使用します。本装置の〇 S が起動した後、 Autorun で表示されるメニューから[ソフトウェ 
アをセットアップする]- [ ESMPR 〇]- [ ESMPRO/ServerAgent] の順にクリックして 
ください。以降はダイアログボックス中のメッセージに従ってインストールしてください。 



ネットワーク上の光ディスクドライブから実行する場合は、ネットワークドライブの割り当て 
を行った後、そのドライブから起動してください。エクスプローラのネットワークコンピュー 
夕からは起動しないでください。 



アップデートインストールについて 

ESMPRO / ServerAgent がすでにインストールされている場合は、次のメッセー 
ジが表示されます。 


ESMPRO / ServerAgent が既にインストールされています。 
メツセージに従って処理してください。 






















384 本体用バンドルソフトウェア 


インス I -ール後の確認 

ESMPRO/ServerAgent (Windows 版）をインストールした後に次の手順で正しくインストー 
ルされている ことを確認して ください。 

1. 本装置を再起動する。 

2. イベント□グを開く。 

3. イベント□グに ESMPRO/ServerAgent ( Windows 版）の監視サービスに関す 
るエラーが登録されていないことを確認する。 

エラーが登録されている場合は、正しくインストールされていません。 もう 一度は 
じめからインストールし直してください。 


ESMPRO/ServerAgent (Linux 版 ) 


ESMPRO/ServerAgent (Linux 版）は本装置にインストールするサーバ監視用アプリケーシヨ 
ンです。 EXPRESSBUILDER のシームレスセットアップで自動的にインストールすることがで 
きます。個別にインストールする場合には、本体装置に添付されている「インストレーシヨン 
ガイド」を参照し、 ESMPR 〇 /ServerAgent をインス!ルしてください。 


ESMPRO/ServerAeent Extension 


ESMPRO/ServerAgent Extension は本装置にインストールするリモート管理用ソフトウェ 
アです。 

ESMPRO/ServerAgent Extension の機能やインストール方法についての詳細は 
EXPRESSBUILDER 内の「インストレーションマニュアル」を参照してください。 


ExpressUpdaie Agent 


装置のファームウェアやソフトウェアなどのバージョン管理や更新を行ラことができます。 
ESMPR 〇/36「ソ6「1\^阳96「によって、自動的にダウ□—ドした装置の更新パッケージを、シス 
テムを停止せずに簡単に適用できます。 

ExpressUpdate Agent の機能やインストール方法についての詳細は EXPRESSBUILDER 内の 
「インストレーシヨンマニュアル」を参照してください。 


胃"〇 ExpressUpdate に未対応のファームウェアまたはソフトウェアの更新パッ 
ケージが提供される事があります。これらの更新パッケージの適用に関しては 
PC サーバサポート情報 (http://support.express.nec.co.jp/pcserver/) 
を参照してください。 
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Universal RAID Utility 


Universal RAD Utility は、以下の RAD コント□—ラの管理、監視を行うアプリケーションで 
す。 

• オンボードの RAID コント□—ラ (LSI Embededd MegaRAID ™) 

• 本体装置内蔵の RAD コント□—ラ( N 8 103-116 A 相当） 

• N 81 03- 11 6 A RAID コント□—ラ （ 1 28 MB，RAID 〇/1 ) 

• N 81〇 3- 11 7 A RAID コント□—ラ （ 1 28 MB，RAID 〇/1 /5/6) 

• N 8 103-118 A RAID コント□—ラ (256 MB，RAID 0/ 1/5/6) 

• N 8103-115 RAID コント□—ラ (512 MB , RAID 0/ 1/5/6) 

Universal RAID Utility のインストールおよび操作方法、機能については、添付の 
EXPRESSBUILDER に収録している 「Universal RAID Utility Ver 2 .〇ユーザーズガイド」を 
参照してください。 

カスタムインストールモデルでのセットアップ 

本体装置のモデルにより、あらかじめ Universal RAID Utility がインス I ルされている場合 
があります。 


シームレスセットアップを使用したセットアップ 

Universal RAID Utility は、 「 EXPRESSBUILDER 」 DVD に収録している「シームレスセット 
アップ」を使用してセットアップできます。シームレスセットアップのセットアップするア 
プリケーションの選択で 、 [Universal RAID Utility ] を選択してください。 

Universal RAID Utility のセットアッププ□グラムを使用した 
セットアップ 

• Windows の場合 

[オートランメニュー]で Universal RAID Utility のセットアッププログラムを起動できま 
す。 

[才一トランメニュー]で[ソフトウェアをセットアップする ]、 [Universal RAID Utility ] 
をクリックします。 

なお、 Windows の場合、下記のランタイムコンポーネントが必要です。 

— Microsoft .NET Framework 2.0 
— Microsoft .NET Framework 2.0 日本語 Language Pack 
- Microsoft Visual C ++ 2005 SP 1 ライブラリ 

この 3 つのソフトウェアは、[オートランメニュー]でインストールできます。 
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[Microsoft .NET Framework 2.0] と [Microsoft .NET Framework 2.0 B 本語 Language 
Pack ] をインス I ルするには、[オートランメニュー]で [ Windows をセットアップす 
る ]、 [.NET Framework Ve 「2.0 再配布可能パッケージ ( x 86) のインス I ル] ( x 64 の場合、 
[.NET Framework Ver 2.0 再配布可能パッケージ ( x 64) のインストール]をクリックしま 
す0 


[Microsoft Visual C ++ 2005 SP 1 ライブラリのランタイムコンポーネント]をインス 
卜ールするには、[才一トランメニュー]で [ Windows をセットアップする ]、 [Microsoft 
Visual C ++ 2005 SP 1 再配布可能パッケージ ( x 86) のインストール] ( CPU アーキテク 
チャに関わらず、 （ x 86) を使用します)をクリックします。 

• Linux の場合 

Universal RAID Utility のインストールイメージが存在するディレクトリで、セットアッ 
ププ□グラムを直接実行します。インストールイメージは、 EXPRESSBUILDER の以下 
のディレクトリに収録しています。 

/ B 8 B / lnx / pp/uraidutl 


巳巳 B の gB 分は、 EXPRESSBUILDER 媒体番号 


5. AA-BB 巳 . CC 
の BBB と同じ値です。 

ネットワーク経由での管理 

Universal RAID Utility は、管理対象 RAD コント□ーラを搭載するコンピュータをネットワー 
ク経由で管理する機能をサポートしていません。ネットワーク経由で管理するには、 
Windows のリモートデスクトップなど、リモートコンソール機能を使用してください。 


イージーコンフィグレーション機能 

Universal RAID Utility の「イージーコンフィグレーション」機能は 、 LSI Embedded 
MegaRAID では使用できません。 


RAID レベル6の論理ドライブの作成 

Universal RAID Utility では、 RAD レベル6の論理ドライブを作成するには、4台以上の物理 
デバイスが必要です。3台の物理デバイスで RAID レベル6の論理ドライブを作成するには、 
WebBIOS を使用してください。 
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エクスプレス通報サービス 


エクスプレス通報サービスに登録することにより、システムに発生する障害情報（予防保守情 
報含む）を電子メールやモデム経由で保守センターに自動通報することができます。 

本サービスを使用することにより、システムの障害を事前に察知したり、障害発生時に迅速に 
保守を行ったりすることができます。 

セットアップに必要な契約 

エクスプレス通報サービスを有効にするには、以下の契約等が必要となりますので、あらかじ 
め準備してください。 

• 本体の八ードウエア保守契約、またはエクスプレス通報サービスの契約 

本体のハードウエア保守契約、またはエクスプレス通報サービスのみの契約がお済みで 
ないと、エクスプレス通報サービスはご利用できません。契約内容の詳細については、お 
買い求めの販売店にお問い合わせください。 


• 開局にあたって 


エクスプレス通報サービスを開局する際には、ご契約毎のご契約情報を記録した r エク 
スプレス通報サービス開局キーファイル」を、通報対象の装置に適用する必要がありま 
す0 

「エクスプレス通報サービス開局キーファイル」は、弊社での開局準備ができ次第、エク 
スプレス受付センターから提供いたします。ファイルの提供とその適用方法には、以下 
の2通りの方法があります。 

(1) ネットワーク経由で夕'ウン□—ド 

エクスプレス通報サービスを NEC サポートパック登録ホームページ、もしくはお客 
様登録のサイトからお申し込みの場合、お申し込みの手続きを実施いただき、弊社 
での開局準備完了後、「エクスプレス通報サービス開局キーファイル」を夕'ウン□一 
ドできます。夕'ウン□ー ド後、インストレーシヨンガイドに従い、「エクスプレス通 
報サービス開局キーファイル」を設定頂くようお願いします。 

(2) 通報 サービスの 通報開局 FD 


エクスプレス通報サービスを製品同梱の申込用紙もしくは契約書で申し込みの場 
合、お申し込み内容を確認し、弊社での開局準備完了後、エクスプレス受付センター 
より、「エクスプレス通報サービス開局キーファイル」を格納した「通報開局 FD 」 
を送付いたします。お申し込み手続き後しばらくお待ちください。 

「通報開局 FD 」 到着後、インストレーションガイドに従い、設定してください。 
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装置情報収集ユーティリティ 


装置情報収集ユーティリティは本装置にインストールするソフトウェアです。保守時や障害時 
などにサーバの各種情報を採取することができます。 rEXPRESSBUILDERJ DVD からインス 
I-ールすることができます。 

インストール 

ここでは、個別にインストールする場合の手順を説明します。 

1. 0 S が起動した後 、 rEXPRESSBUILDERJ DVD を光ディスクドライブに挿入す 
る 0 

2. Autorun で表示されるメニューから[ソフトウェアをセットアップする]-[装置 
情報収集ユーティリティ]の順にクリックする。 

本ユーティリティのインストールを開始します(システムドライブ: ¥ezclct フォルタ' 
にインストールされます)。 




• アドミニストレータの権限を持ったアカウントでシステムに□グインし 
てください。 

• インストール先ドライブの空き容量が 「2.5 GB 」 以上必要です。 


使用方法 


システムドライブ: ¥ezclct¥stdclct フォルタ'配下の collect.exe を実行してください。 

上記フォルダ配下に log フオルタ'が作成され、本装置の各種情報が圧縮ファイル (zip 形式)で格 
納されます。 


アンインストール 


システムドライブ: ¥ezclct¥ez_uninst.bat を実行してくださし、 
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情報提供ツール 「 NEC か S のお知らせ」 


情報提供ツール 「 NEC からのお知らせ」は、購入された装置をご利用いただくうえで役立つ情報 
を提供するツールです。 



本ツールは、以下のエディシヨンに対してのみインストールされます。 

— Windows Server 2008 Standard (フルインストール）（日本語) 
— Windows Server 2003 Standard Edition (日本語） 

これ以外のファミリやエディシヨンでは、インストールされません。 


カスタムインストールモデルでのセットアップ 

モデルによっては購入時に情報提供ツール 「 NEC からのお知らせ」があらかじめインストールさ 
れている場合があります。 


シームレスセットアップを使ったセットアップ 

情報提供ツール 「 NEC からのお知らせ」は、添付の 「 EXPRESSBUILDER 」 DVD に収められてい 
る自動インストールツール「シームレスセツトアップ」を使ってインストールできます。 


手動インストール(新規インストール） 

手動で情報提供ツール 「 NEC からのお知らせ」をインストールする場合は、 「 EXPRESSBUILDER 」 
DVD 内に格納されている対応する各 OS の「インストレーシヨンサプリメントガイド」を参照し、 
「システムのアップデート」を適用してください。 

情報提供ツール 「NEC からのお知らせ」のアンインストール手順 

情報提供ツール 「 NEC からのお知らせ」をアンインス!-ールする場合は、次の手順にしたがって 
ください。 

< Windows Server 2008の場合〉 

1 . [プ□グラムと機能]画面を表示する。 

<標準の スター ト メニューの 手順> 

スター トメ ニュー から[コント□—ルパネル]をポイントし、[プログラムと機能]をク 
リックする。 

くクラシックスタートメニューモードの手順〉 

スタートメニューから[設定]をポイントし、[コント□—ルパネル]から[プ□グラム 
と機能]をクリックする。 
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2. [プ□グラムのアンインス!-ールまたは変更]一覧から情報提供ツール [NEC からの 
お知らせ]をダブルクリックする。 



タスク ブ0グラム®ァンィンストルま変更 

H ブ□グラム奄アンインストールす 5 には、一覧からブ□グラムを逞択して [? ンインストール]、 K 更]、 または[修復]奄クリックし j 

Windows Marketplace で’新しいブ 

_ Windows の機能の有効化または 
W 無効化 



アンインストールが開始されます。 



次のメッセージが表示される場合がありますが、[〇 K ] をクリックしてくださ 

い0 



3. [プ□グラムと機能]画面の[プ□グラムのアンインストールまたは変更]一覧か 
ら、情報提供ツール 「NEC からのお知らせ」が削除されていることを確認後、シ 
ステムを再起動する。 

続いて、[お気に入り]から [ NEC からのお知らせ]を削除します。 

4. [Internet Explorer] 上にてく Alt〉 キーを押してツールバーを表示し、[お気に入 
り]から[お気に入りの整理]を選択する。 

「お気に入りの整理」ウィンドウが開きます。 

5. 項目から 「NEC」 フォルダを選択する。 

NEC フォルダに登録されている Web サイトー覧が表示されます。 

6. [NEC からのお知らせ]を選択し、[削除]をクリックする。 

「ファイルの削除」の確認ウィンドウが開きますので、[はい]をクリックして削除し 
てください。 

以上で、情報提供ツール 「 NEC からのお知らせ」のアンインストールは完了です。 
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く Windows Server 2003の場合〉 

1 . [プ□グラムの追加と削除]画面を表示する。 

<標準のスタートメニューの手順> 

スタートメニューから[コント□—ルパネル]をポイントし、[プ□グラムの追力□と削 
除]をクリックする。 

くクラシックスタートメニューモードの手順〉 

スタートメニューから[設定]をポイントし、[コント□—ルパネル]から[プログラム 
の追加と削除]をクリックする。 

2. [現在インス!-ールされているプ□グラム]一覧から情報提供ツール [ NEC からのお 
知らせ]を選択し、[削除]をクリックする。 



3. 次のメッセージが表示されたら、[はい]をクリックする。 



アンインストールが開始されます。 



次のメッセージが表示される場合がありますが、[無視]をクリックしてくだ 
さい。 



4. [プ□グラムの追加と削除]画面の[現在インストールされているプ□グラム]— 
覧から、情報提供ツール 「 NEC からのお知らせ」が削除されていることを確認後、 
システムを再起動する。 

続いて、[お気に入り]から [ NEC からのお知らせ]を削除します。 
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5. [エクスプローラ]上にてツールメニューの[お気に入り]から[お気に入りの整理]を 
クリックする。 

「お気に入りの整理」ウィンドウが開きます。 

6. 項目から 「NEC」 フォルダを選択する。 

NEC フォルダに登録されている Web サイトー覧が表示されます。 

7. [NEC からのお知らせ]を選択して、[削除]をクリックする。 

「ファイルの削除の確認」ウィンドウが開きますので、[はい]をクリックして削除し 
てください。 

以上で、情報提供ツール 「 NEC からのお知らせ」のアンインストールは完了です。 
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管理 PC 用バンドルソフトウェア 

装置をネットワーク上から管理するための「管理 pc 」 を構築するために必要なバンドルソフ 
トウェアについて説明します。 


ESMPRO/ServerManager 


管理用 PC 上で ESMPRO / ServerManager を使用すると、本装置で動作する ESMPRO / 
ServerAgent , ESMPRO/ServerAgent Extension または ExpressUpdate Agent により、本装 
置をリモート管理 • 監視、モジュール管理することができます。 

管理 PC へのインストール方法や設定の詳細についてはオンラインドキュメントまたは 
ESMPR 〇のオンラインヘルプをご覧ください。 



ESMPRO/ServerManager の使用にあたっての注意事項や補足説明がオンライ 
ンドキュメントで説明されています。添付の 「 EXPRESSBUILDER」DVD 内 
のオンラインドキュメント「 ESMPRO/ServerManager インス トレーシヨ ンガ 
イド」を参照してください。 
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